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市     長    永 松 博 文 

副  市  長    鴛 海   豊 

会計管理者兼市参事兼会計課長  

            安 東 良 介 

市参事兼税務課長   甲 斐 智 光 

市参事兼建設課長   筒 井 正 之 

総  務  課  長          佐 藤 之 則 

財  政  課  長        安  藤  隆 治 

企 画 情 報 課 長          河 野 真 一 

地域活力創造課長      藤 重 深 雪 

市 民  課  長    山 田 真 一 

保 険 年 金 課 長   佐 藤   清 

子育て・健康推進課長   植 田 克 己 

ウェルネス推進課長     伊 南  冨士子 

環 境 課 長    榎 本 久 光 

商 工 観 光 課 長   安 田 祐 一 

農 林 振 興 課 長        大 力 雅 昭 

農 地 整 備 課 長   都 甲 賢 治 

上 下 水 道 課 長      中 尾   勉 

福 祉 事 務 所 長     川 口 達 也 

地域総務二課長兼水産・地域産業課長 

              後 藤 三 利 

消  防  長    後 藤   勲 

総務課 課長補佐兼総務法規係長 

水 江 和 徳 

総務課 広報担当官兼秘書広報係長 

                        都 甲 さおり 

教育委員会 

教  育  長    河 野   潔 

教育庁総務課長       渡 邊 和 幸 

教育庁学校教育課長   小 川   匡

 

○議長（河野正春君） おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

○議長（河野正春君） 日程第１、第64号議案から

第76号議案まで及び報第12号を一括議題といたしま

す。 

 はじめに、各議員にお知らせをします。質疑及び

質問に関連して、20番大石忠昭君から資料要求があ

り、市長に提出依頼をしたところ、お手元に配付の

とおり提出がありましたのでご了承願います。 

 次に、確認の意味で申し上げます。 

 先般の第３回定例会終了後、皆様にお知らせをい

平成２５年第４回豊後高田市議会定例会会議録（第２号） 
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たしましたが、今回から議案質疑の関連一般質問に

ついては廃止をいたしましたので、議案に関する部

分のみの質疑をお願いいたします。 

 議案質疑通告表の順序により発言を許します 

 20番、大石忠昭君。 

○20番（大石忠昭君） 日本共産党の大石忠昭であ

ります。 

 私は、国会における自民党、公明党、みんなの党

の秘密法案の強行採決、暴挙に対して厳しく抗議を

し、議案質疑に入りたいと思います。 

 最初は、第64号議案、一般会計補正予算について、

４点質疑をいたします。 

 第１は、この補正予算の約６割を占めるのが財政

調整基金の積立金でありますが、調べてみますと、

既に財政調整基金は約16億円の積み立てがあるよう

でありますが、今、さらにまた6,000万円を積み立て

るよりは、一番市民が困っている、もう国保税が高

い、介護保険料が高い何とかしてくれと、こういう

市民の切実な声に応えてですね、その一部を使って、

もう引き下げに回すとか、あるいは市長が３万人の

人口を目指すというが、何といっても若い人たちが

安心して、たくさん子供を産み育ててもらう、これ

が鍵になります。そうすると、保護者の一番経済的

負担は、子供が元気ならいいけれども、病気になる

と医療費が大変だと、せめて大分県でも各市でやっ

ているように、中学卒業するまで、通院費も含めて

完全無料化をやるとか、あるいは義務教育の保護負

担をなくすとか、たとえての話ですが、そういうよ

うに、やっぱり市民が今困っている問題に有効に活

用すべきではないかと思うのですが、積み立てより

も活用という点でどうなのか、市長の見解を求めま

す。 

 次が、自治会が管理する防犯灯についてです。 

 これは、ことしの６月議会に約4,000万円の予算が

提案されまして、既存の防犯灯約2,000基と新規を40

基、新しくＬＥＤの防犯灯に変えていこうという事

業で始まりました。進捗状況の一覧表をいただきま

してわかりますが、これを見ますと、新規について

は、予定の約６倍ぐらいあったようでありまして、

これも大変いいことだと思っております。 

 よって、全体の進捗状況についてね、簡潔に説明

していただいたらと思います。 

 次が、地域活力づくり活動支援事業という形で、

また、長崎鼻の搾油施設の整備に関するものとして、

予算が提案されておりますけれども、振り返ってみ

ますと、同じ香々地であっても、長崎鼻関連だけが

毎回、補正補正という形で予算が提案されているよ

うに見受けられまして、市民の皆さんも、市全体か

ら見たら、永松市長は昭和の町、昭和の町と、それ

だけ昭和の町に力を入れるなら、周辺部に入れてく

れという声が多かったが、今度は香々地の中では、

同じ香々地と言いながらも、長崎鼻とほかのところ

では格差が多過ぎるじゃないかという批判の声があ

ります。 

 よって、今回のこういう形で、12月に補正が出る

ということは異常な状況なのですけれども、どうい

う補正の中身なのか、市民が納得いくような説明を

してもらいたいと思います。 

 次が、野菜の価格保証の事業で、また、補正予算

が組まれておりますが、これについても、後で問題

を指摘しますので、どういう内容で今回の補正なの

か説明をしてください。 

 次が、第65号議案であります。 

 これは簡易水道の補正予算でありますけれども、

消火栓を新設するというように説明がありましたが、

今、美和の私の出身地、向鍛冶屋から真玉の大村に

向けて、給水管工事が去年からやられておりますが、

これの関連で消火栓を設置ということだと思うので

すけれども、どことどことどこに設置するのか、こ

れは補助事業でやったほうが得だと思うのですけれ

ども、これで十分なのかどうか、検証するために説

明をしてください。 

 次が、第68号議案でありますが、これは市長と副

市長と教育長の給料を６月議会で引き下げたのに、

今度はまた若干、元に戻すという議案なのです。私

は、６月議会のときに議論をしましたけれども、市

長や副市長や教育長を引き下げることには賛成しま

したが、職員の給料については、大分県一早く大幅

引き上げすることはおかしいじゃないかと、こんな

ことが大分県一になることはないじゃないかという

ことで反対討論をしました。労働組合推薦の議員を

含めて、あと、私以外の議員は賛成に回りましたけ

れどもね。今度は、市長もまたもとに戻す。完全も

とではないけどね。下げ過ぎたからもうちょっとも

とに戻しましょう。職員についても、下げ過ぎたか

らまた戻しましょう。こんな例がどこかありますか

日本中で。だから、そんなことを何でも一番一番と、

職員の給料を下げることも一番ということそのもの

が問題なのですけど、市長は反省の気持ちがあるの

ですか。 
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 よって、ここに私が書いているのは、今度の第68

号議案で言いますと、市長、副市長、教育長の今回

改定する根拠について明らかにしてもらいたい。そ

れから、一般職員についても、今度も減額縮小の根

拠について明らかにしてもらいたい。 

 次は、第69号議案で、これは税と同じように、後

期高齢者医療や介護保険の掛金についても、延滞金

を少し減額しようという、地方自治法の税法の改正

に基づく条例改定なのですけれども、これについて、

豊後高田市ではどういう影響が市民に及ぶと考えら

れるのか説明してください。 

 次が、第70号議案は、消費税関連なのですけれど

も、第１に、来年４月から、消費税を８％に増税す

るということを、政府が決めたことにより、今回、

市の各種公共料金の値上げをやろうという形で、条

例改定が出ているのですけれども、今回の改定に伴っ

て、市民にどういう影響が出るというように考える

のか、その影響額について示してもらいたいと思い

ます。 

 それから、それぞれ条例を分析をしてみましても、

現在、消費税、国の税率は５％、今度は８％、次が

10％というように計画されているようですけれども、

今回、条例改定では、もう端数だからあたらないと、

全然上がらないというところと、いや、外税のとこ

ろは何円、何十円という形で上げるところと、まち

まちなのですけれども、今回の据え置きとか値上げ

率が違うわけなんだけど、その辺の改定、その整合

性についてですかね、根拠について説明してもらっ

たらと思います。 

 それから、最後に、この問題では、やはり公共料

金については、市長自身が議会に諮って決めること

ですから、これは料金を下げれば市民には影響する

ことはないわけで、それぞれの市で対応がまちまち

でありますが、高田の場合、今度上げ、また、再来

年の10月に改定されたら、また上げるということで

はなくてね、やっぱり市民生活のことを考えれば、

公共料金の値上げはしませんと。 

 よって、今回、消費税分については上乗せしない

というぐらいの、そういう決断をしてもらいたいと

思うのですが、市長、どうでしょうか。 

 次が、第76号議案は、水道料金でありますけれど

も、これも同じように外税で、水道も上がれば、同

時に下水道料金も上がるという仕組みになっている

のですけれども、これも市民に与える影響が大きい

と思うので、どれぐらい年間で、今回の改定によっ

て市民の負担がふえるというお考えなのか明らかに

してください。 

 いよいよ最後ですけれども、報告ですね、報第12

号についてですが、今回、また、公用車による事故

が２件起こっております。最近この２、３年間を振

り返ってみましても、やっぱり今までにない、職員

の数は減ったにもかかわらず事故が多いんじゃない

かと思うんです。今回のこの文書を見ますと、完全

に過失割合は職員のほうが悪いという事故のようで

ありますけれども、この事故を市長はどう捉えて、

今後はやっぱりこういう事故を起こさないように、

職員に対してどういうように周知徹底するのか、今、

新聞をにぎわしておりますように、別府の職員がね、

ああいう犯罪を起こすような職員は高田にはいない

と思うけれどもね、交通事故というのは、私も含め

てね、いつどういうことが起こるかわかりませんけ

れども、100％こちらが悪い事故というのはね、やは

りお互いに注意をすれば未然防止できるわけですか

ら、やっぱり職員に対してね、そういう点では激励

しながらね、そういう事故が起きないように教育を

してもらいたいと思うのですが、どうでしょうか。 

 以上です。 

○議長（河野正春君） 財政課長、安藤隆治君。 

○財政課長（安藤隆治君） それでは、第64号議案

についてお答えをいたします。 

 今回の補正における財政調整基金への積み立てに

ついてでありますけれども、地域の元気臨時交付金

をいただくために、一般財源を充てて予算化をして

おりました事業につきまして、今回、交付金の額が

決定したことによりまして、これを財源として各事

業に充当をいたしました。 

 そこで、既に充当しておりました一般財源分の相

当額を、充当から外すということになったことによ

る一時的な積み立てでございます。したがいまして、

今後、補正予算等で一般財源が必要になれば、当然、

この積立額を減額して、それらに充てなければなり

ません。決して余るから積み立てるというものでは

ございません。 

 財政調整基金につきましては、これまで行財政改

革に取り組んできた結果、ご案内のとおり、積み立

てを行ってきましたけれども、一方では、地方債残

高につきましては、平成24年度末で約180億円となっ

ております。その多くは過疎対策事業債や合併特例

事業債などの交付税措置がある有利な起債を活用し

てきたとはいえ、今後とも償還をしていかなければ
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いけません。また、交付税の合併算定の特例が平成

26年度に終了いたしまして、平成27年度から５年間

で段階的に約11億円も縮減されます。市税等の収入

につきましても、今後とも大幅な増収は見込まれず、

この先、数年後には、これまで以上に厳しい財政運

営を強いられる時期がやってくると思われます。今

後も各種行政サービスの提供を行っていくために、

これまで同様、行財政改革の着実な実施と、新たな

財源の確保等の取り組みが必要不可欠であります。

財政調整用の蓄えを残していくことも、今後の市政

運営において大変重要な要素でございます。 

このようなことから、今後につきましても、福祉

をはじめ各種サービスの維持向上や各種振興施策な

どを、安定した行政サービスを継続して提供してい

けるよう、基金による財源も確保していきたいと考

えております。 

 次に、第69号議案についてお答えいたします。 

 今回の改正は、地方税法が改正されたことに伴い

まして、条例改正を行うものでございます。ただし、

過去の経過から、この条例における延滞金は徴収し

ておりません。したがいまして、今回の条例改正に

伴う影響額はないということであります。 

 次に、第70号議案についてであります。 

 今回の条例改正による影響額についてということ

でありますけれども、平成24年度の決算額と比較を

いたしますと、第76号議案の水道事業分を除きまし

て900万円の増となります。また、条例改正の考え方

といたしましては、外税の規定としているものにつ

きましては、条文中の税率を新税率の100分の108に

変更し、総額表示しているものにつきましては、一

旦1.05で割り戻し、新税率を乗じて得た額としてお

ります。ただし、一部を除きまして、10円未満の端

数が生じた場合には切り捨てとしており、100円単位

でいきますと、400円未満のものは金額の改定がない

ということになります。なお、今回の改正につきま

しては、消費税法の改正に係る措置でございますの

で、据え置き等は考えておりません。 

 以上であります。 

○議長（河野正春君） 市民課長、山田真一君。 

○市民課長（山田真一君） 自治会が管理している

防犯灯のＬＥＤ化の促進についてお答えをいたしま

す。 

 防犯灯ＬＥＤ化奨励事業につきましては、６月の

定例会にてご承認していただいた直後より、各自治

会への説明会を積極的にしてまいりました。また、

説明会と並行し、市内の電気工事組合及び電機商業

組合との協議により、短期間での事業実施について

全面的なご協力を賜り、さらには九州電力株式会社

中津営業所より、事務手続の簡素化を図るため、従

来の１灯ごとの申請から10灯まとめて申請できる、

新たな豊後高田市様式を特別に作成していただきま

して、本奨励事業を後押ししてくださいました。こ

うした取り組みが功を奏して本事業が順調にスター

トし、市内163自治会のうち、本奨励事業の設置対象

となります149自治会において設置届け出書が提出さ

れ、当初予算4,070万円を上回る経費が必要となって

おります。 

 進捗状況といたしましては、11月末現在、本奨励

事業の設置対象であります149自治会のうち、既に設

置許可している142自治会から、既存の蛍光灯タイプ

の取りかえで1,956基、新規のＬＥＤ防犯灯で251基

の届け出がなされております。設置が完了した自治

会より、順次、奨励金を交付しております。 

 今回、届け出を受けておりますが、予算の都合で

設置を待っていただいている７自治会につきまして、

来年４月の消費税率３％の上昇前に、既存の防犯灯

をＬＥＤに変換していただくための設置費用額とし

て、283万5,000円を計上させていただいております。

次年度につきましても、低炭素社会の実現のため、

新たにＬＥＤ防犯灯設置を希望される自治会へ、本

奨励事業を積極的に推進してまいりますので、ご理

解、ご協力をお願い申し上げます。 

○議長（河野正春君） 地域総務二課長兼水産・地

域産業課長、後藤三利君。 

○地域総務二課長（後藤三利君） それでは、地域

活力づくり活動支援事業についてお答えします。 

 この事業は、長崎鼻Ｂ・Ｋネットが事業主体とな

り、長崎鼻で栽培されている菜の花やひまわりの種

から、植物油を搾油するための施設と搾油機の導入

を行い、生産から販売を行う６次産業化への取り組

み、特産品化への後押しをするため、県と市により

支援するものです。今回の補正は、当初の設計で、

建築箇所は県立自然公園内に位置し、新規建物の建

築には、自然公園法にある建蔽率20％以内で設計書

を作成しておりましたが、見学者が通るスペースが

なく、高温の油や火気を扱う場所を見学させる交流

体験施設としては危険であるとの見解から、建築面

積を変更したものです。これに加え、新たな水源の

確保と、これに伴うポンプの制御盤の取りかえを行

い整備するものです。 
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 以上です。 

○議長（河野正春君） 農林振興課長、大力雅昭君。 

○農林振興課長（大力雅昭君） 第65号議案につい

てのご質疑のうち、白ねぎ、小ねぎ、カボスなどの

価格安定対策事業についてお答えします。 

 本事業につきましては、平成20年度より実施して

おり、大きく分けて、白ねぎの国庫事業であります

特定野菜等供給産地育成価格差補給事業と、小ねぎ、

カボスの県単事業であります大分県野菜価格安定対

策事業に分類されます。 

 本制度は、市場価格が下落した場合に、それぞれ

の品目ごとで時期別に定められた補償基準額と、平

均販売価格の差の範囲内で補給交付金として交付さ

れ、生産者の経営安定を支援する制度であります。

また、補給金の原資につきましては、出荷予約数量

に対し、あらかじめ国、県、市、農業団体及び生産

者が負担割合に応じて資金造成を行い、基金として

運用されています。昨年度実績で申し上げますと、

本市では、白ねぎの事業参加農家に対し延べ3,070

万1,706円、小ねぎ、カボスで33万51円が普及交付金

として交付されています。今回の補正で予算要求を

しました176万8,000円につきましては、昨年度、基

金取り崩し後の残額と本年度造成すべき金額の差額

において、本市が負担すべき負担金相当額を計上さ

せていただいております。 

 本事業によりまして、野菜生産農家の経営安定と

計画出荷に基づいた消費地域への安定供給に向け、

支援してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（河野正春君） 上下水道課長、中尾 勉君。 

○上下水道課長（中尾 勉君） 第65号議案のうち、

簡易水道の消火栓の新設についてお答えをいたしま

す。 

 今回の事業は、大村簡易水道を上水道と統合する

ための連絡管整備事業でございます。 

 ご質疑の消火栓設置につきましては、地元及び消

防本部と協議した結果、草地地区の黒松、芝場及び

猫石地区に４基新設する予定でございます。 

 以上でございます。 

 次に、第76号議案のうち、消費税増税に伴う市民

への影響についてお答えいたします。 

 消費税額が５％から８％の試算ですが、平成24年

度で計算した場合、５％の消費税額は996万円でした

が、８％の消費税額では1,593万円となり、差し引き

597万円が消費税分の増額額となります。 

 以上でございます。 

○議長（河野正春君） 総務課長、佐藤之則君。 

○総務課長（佐藤之則君） 第68号議案に関するご

質疑にお答えいたします。 

 まず、一般職職員の減額率改定の根拠からご説明

を申し上げますが、県内他市におきまして、本市と

給与構造の類似した自治体の平均減額率3.8％をその

根拠としているところでございます。 

 本市におきましては、７月からの５カ月間、平均

5.82％の減額率で実施しておりましたものを、12月

からの４カ月間、平均1.5％の減額率とさせていただ

くことで、減額期間９カ月で見ますと、平均3.8％と

なるものでございます。それぞれの級別の減額率の

配分につきましては、国家公務員における減額率の

配分をその根拠とさせていただいております。 

 次に、市長、副市長、教育長の減額率改定の根拠

についてでございます。 

 一般職職員の措置に準じまして、県内他市におけ

る特別職等の実質的な減額率を参考にいたしました。

他市におきましては、市長の実質的な減額率の最高

が10％でありましたので、それを根拠とさせていた

だいております。なお、今回の改定により、減額期

間９カ月で見ますと、市長は15.5％、副市長は11.4％、

教育長は7.7％となるものでございます。 

 続きまして、報第12号の公用車における事故の対

応に関するご質疑にお答えいたします。 

 今年度に入りまして、公用車による職員の交通事

故が多発しておりまして、ほとんどが前方、後方の

不注意によるものでございます。こうした事態が続

いていることに対しまして、大変申しわけなく思っ

ているところでございます。 

 事故の対応につきましては、これまで直近の課長

会で、職員に対しまして注意喚起を行ってきたとこ

ろでございます。また、10月23日、24日には高田警

察署のご協力をいただきまして、全職員に対する交

通安全研修も実施してきたところでございます。あ

わせまして、今月の定例課長会におきましても、年

末、年始を控え、時節柄、運転の機会もふえますの

で、飲酒運転の禁止も含めまして再度徹底を図った

ところでございます。今後とも事故をなくすよう、

機会あるごとに注意喚起を行ってまいりたいと思い

ます。 

 以上でございます。 

○議長（河野正春君） 20番、大石忠昭君。 

○20番（大石忠昭君） 再質疑をします。 
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 最初が、補正予算の関係で、財政調整基金も今回

6,000万円積み立てる問題で、特別余ったからじゃな

い、また使うんだと言いますが、この6,000万円を積

み立てたら、合計財政調整基金というのは幾らにな

りますかね。この6,000万円は大分銀行に預けたら、

6,000万円でどれぐらいな利息がもらえる計算なので

すか。 

 それから、まだいろいろ借金も多いから、四、五

年後についても財政が厳しくなるので取っちょかな

いかん取っちょかないかんということなんだけどね、

実際、財政調整基金というのは、やっぱり市民にとっ

て一番必要なことに有効に活用することのできる基

金だというふうに、私は理解しているのですが、そ

うじゃないんでしょうか。いろんな基金があります

けどね、目的がはっきりしていますが、この基金に

おいてはね、やっぱり市長の政策的な問題で、そん

なに余すことはないと、安い利息で大分銀行に預け

とるよりは、今、市民が困っている問題に使おうや

というのは、議会の同意を得ればやれんことはない

と思うんですよね。 

 市長は、ようやく、もしこれ以上、国保の特別会

計が厳しくなったときには、これ以上の値上げはし

ないと。そのときについては一般会計から繰り入れ

をしようというようなことを言っていますけれども

ね、一歩前進なんだけれども、全国を調べてごらん、

もうほとんど一般会計から繰り入れしてですね、市

民が困っている国保税の引き下げをやっているんで

すよね、やろうと思えばやれんことはないんじゃな

いかと。また、市長が人口３万人にふやすとなれば

ね、どうしてもね、子供を産み育ててもらわんとい

かんでしょう。生まれる人数と死亡していく人数、

これまでは２倍だったけど、もう３倍ぐらい死亡す

る方のほうが多いんですね、それぐらいに生まれる

人が少ない状況になっているんです。それは結婚し

たら10万円出しますというけれども、生まれた子供

をどう育てるかちゅうことが鍵なんですよ、だから、

そういうことに今使ったほうが、人口３万人に早い

時期に近づけるんじゃないかと思うんですが、市長、

そういうのを思い切ってね、そういう人口をふやす

対策などを、市民が困っている問題にどんどん使っ

ていくというようにして、ため込みは減らしていく

ということができないのか、市長の見解を聞きます。 

 それから、自治会の防犯灯ですが、今、市民課長

の答弁のようにね、恐らく今までの議会答弁で、山

田さんですかね、山田課長ぐらいわかりやすいね、

しかも誠実な答弁をする課長は、市長、褒めてあげ

んといかんですよ。きょうはテレビがないから聞こ

えないけどね、やっぱり課長ちゅうのはあれぐらい

の誠意を持って答弁をしてもらいたいと。副市長、

ちょっと各管理者に教育してもらいたいと思います

よ。だらだらだらだら要らんことを長く言うんじゃ

なくてね。よって、わかったんだけどね。もう一度

お尋ねしたいのは、当初から２年計画でやろうとい

うことで、来年度も当初予算を組むそうなんですけ

れども、今、防犯という観点から見渡してみてね、

大体、今回、2,000を超えるものが新しくＬＥＤ化し

たんだけれども、これでおおよそ高田の防犯灯は完

備できたと思うのか、いやいやもうちょっと必要と

思うのかですね、私が前に永松市長の周辺のことを

指摘したんですよね、私はもう旧真玉、香々地を含

めて２周、３周と調査をしたことがあるんです、前

に。市長が、要らん世話だというようなことをね、

やったんですよね。ところが今度見てください、市

長の地元の梅ノ木でも、今度はちゃんとできていま

すよ。新設していますよ。要らん世話じゃないんで

すよね、自治会でそう説明会をすれば、この際、つ

けてくれということになったやないですか。だから

問題は、要らん世話なんていうね、市長がそういう

態度ではね、防犯灯の設置は推進できないんですよ。

市民課長みたいなああいう態度でないといかんわけ

ですよね、ちゃんと自治会に入って説明会を開いて、

こういう補助がありますよと、新規につくれば４万

円出ますよとね、ついに出るようになったわけでしょ

うが。だから、この際やろうやと、来年もやるんだ

という形でね、職員も挙げて、自分ところの地域で

もね、もう高齢化して自治会でつくろうとしてもな

かなかできないんだから、この際、４万円の補助が

出るんだからね、ポールをつくってやると、あるい

は電信柱をつければ１万5,000円出るんだからやろう

じゃないかということでね、新規もつくるべきだと

思うんですけれども、これも市長に聞きましょう、

来年、思い切ってまた予算組んで、やっぱり高田は

防犯面でもちゃんとした設備があるというような、

そういうまちにすればね、移住してくる人たちも来

ますよ。そうしてもらいたいと思いますが、市長の

見解を聞きます。 

 それから、長崎鼻の予算ですね、これは建築条件

が違ったので、もうこういうふうにまた上乗せする

ようになったということなんです。それでね、香々

地といえば長崎鼻だけじゃないんですよね、それぞ
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れ広い地域あるでしょう。農業問題を見てもなかな

か大変なんですよ。市長は、市長選挙の公約でも、

そのあとの市報に載せた今後の抱負についても、農

業をどうするということが一言もなかったというこ

とを、この前、議会で指摘しましたけどね、農業問

題は弱いんですよ、しかし高田の場合ね、やっぱり

この農業が基本なんですよね。だから、これだけ長

崎鼻に金を突っ込むんならば、私はこれに反対しま

せん、賛成しますが、やはりあなた方が見て、香々

地全体を見たときに、長崎鼻、今回の予算はほかの

ものがちょっとひがむことあんのうと、長崎鼻に特

別予算つけ過ぎじゃのうという認識があるのかどう

かを聞いておきます。そういう認識があるんならば

ね、やっぱり来年度、再来年度に向けてね、周辺部

の農業振興にもっと力を入れてもらいたいから、こ

の関連で、あなたの認識を聞いておきます。 

 次は、価格保証の問題です。 

 昨年度で約3,000万円の補償金が取れたと。これ補

償金の額がふえればふえるだけ、それぞれの持ち出

しがふえる制度になっているからね、もう豊後高田

市もこれだけ負担するんだということなんですよね、

それはわかるんですよ。私は、もちろんもう長いこ

と議員をしておりまして、もう20年、30年前は価格

保証制度の問題は県に何回も交渉に行ったりね、議

会でも議論しました。国の制度でやれ県の制度でや

るということも議論したことがあります。これは永

松市長の前の時代ですけどね、よって、きょうはこ

の議論をしたいのは、価格が下がったから3,000万円

の価格保証が取れたわけですよね、その下がった原

因をどう見るかを聞きたいんですよ。下がらなけれ

ば、市がこの補正予算を組むことはないんですよね、

下がったために市も負担をするようになったわけで

しょう。下がったことをどう見るかと。私の分析は

ね、前回、市長が農業問題にちょっと弱いというこ

とで指摘したようにね、白ねぎの問題、もう昔やっ

たらね、呉崎のねぎ、干拓のねぎが日本一やったん

ですけれども、もうどんどん品質改良されて、今は

品質で問題になって、市場単価を見てごらん、高田

のねぎが高いほうじゃないでしょう、中より下がっ

ちょるでしょう、全部。品質が問われとんじゃない

んですか。だから品質改良に担当課は大いに力を入

れてね、もうそりゃ一定のことはやりよるけど実が

実ってないじゃないですか。高田のねぎはすごいん

だというようなね、品質改良に力を入れて、価格保

証で農家を補償するんじゃなくて、市場単価を上げ

て農家の所得を上げるという方法を取ることが、市

にとっても生産農家にとっても得だと思うんですけ

れども、そういう考えがあるかどうか聞いておきま

す。 

 次は、第65号議案の簡易水道の関係でね、今、事

業がやられておりますが、消火栓についてはね、消

防団や地元の意見を聞いて設置するようになったと、

これは本当にいいことだと思います。 

 よって、私も草地の方から４人聞かれとるんだけ

れども、ここを今度、工事するようになったが、こ

の地域では水道に入れないのかと、水道につなぐこ

とができないかという声が随分あります。 

 よって、消火栓については、地元から消防団から

あったんだけれども、そういうこの配管が通るから、

この際、草地地域全域、希望地域については、上水

道につなぐべきだと思うんですよね。高田の市全体

から見たら、水道の普及率のほうは高いほうじゃな

いんでね、将来的にそう考えてもらいたいと思うん

です。そういう考えがあるのかどうかね、今、やっ

ている工事、消火栓をつける工事については、草地

地域が全部入ってもやれるような配管工事になって

いるのかどうか聞いておきます。 

 次が、第68号議案の特別職の給料改定についてね、

今、総務課長から一般論の説明がありました。それ

で、私が聞きたいのはね、今回、三役の分と職員の

分も含めてですが、一括答弁でいいんですけれども、

もともと６月議会では、市長がね、大分県が一番先

にやったわけよね、それを今度は、いや、下げ過ぎ

たからもうちょっと戻さないかんというようになっ

たのは、その発案をしたのは総務課長なのか市長な

のか、あるいは労働組合なのか、発案者は誰なのか。

それから、市長、副市長、教育長については、これ

で何ぼまた給料がふえることになるのか、このこと

によってね。 

 それから、職員の給与については、当然、労働組

合との交渉で妥結したと思うんですけれども、労働

組合としての要求はいかがなものであったのか。市

長としての当初の見直し額というのは、どういうぐ

らいのことを考えておったのか。妥結点がこれなん

だけどね、その辺を説明してください。それから、

今回の改定によって、いわゆる９カ月間を通じてね、

下がる方でどれぐらいの金額が給料が下がることに

なるのか、少ない方でどれぐらいになるのかね、平

均でどれぐらいになるのか。今度、私がこれを引き

上げることについては当然賛成しますよ。引き下げ
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ることに反対したんですから、今度は引き上げる場

合だからね、賛成しますけれども、市長や副市長や

教育長の給料をまた上げることについては、これは

反対ですよね。だから、ちょっとその辺わかるよう

に説明してください。 

 次が、消費税の関係でね、ちょっと細かく言うと、

市営住宅の関係で、今までの平成24年度の実績から

いってみてもいいですが、どれぐらいな使用料の負

担増になるのかね、家賃の負担がどれぐらい上がる

のか。それから下水道について、今回の改定でどれ

ぐらい市民に影響するというように考えられるかで

すね。 

 それから、もう一つは、今、総務課長から国の法

律が変わって上げるんだから、もうこれを撤回する

気はないというご答弁なんだけど、市長にもう一回

聞きたいんじゃけどね、この公共料金の関係では、

水道料金についてはね、今、500何ぼ上がるという答

弁があったけれども、その分についてはね、市民か

らもらった分は国に納めるんだけれども、あとの公

共料金で、今回５％を８％に上げたからといって、

市民には負担増になっても、市は国に対しては、全

然納めなくて済むんじゃないんですか。公共料金に

ついては、あくまでも市長の政策問題ですからね、

取ることができるのであって、取らなくてはならな

いとなってないんですよ、法律を読んだらね。だか

ら、それは消費税が上がったから便乗値上げするこ

とはなくて、市長の政策で、これまでどおり市民の

負担は同じということは、やろうと思ったらできる

んですよ。消費税が国の法律が変わったから上げな

ければならないということはないでしょう。下げる

ことはできますね、できんのかできるか、それは市

長は下げる気がない、気がないちゅうのはわかりま

すよ。できるかできんかちゅうたら下げることはで

きるでしょう。水道料金はできない。それはあとの

ものについてはできますね。だから政策提起で、も

うこれだけ不景気で市民の所得は減るばかり、高齢

者がふえるばかり、年金生活者で生活できない、年

金も減りました。大変な事態になっとるからね、やっ

ぱり国が上げたから、うちも上げると早々と条例出

してやるんじゃなくてね、もっともっと国に向けて、

消費税８％に上げるのをやめろという先頭に立つぐ

らいね、10％なんてとんでもないという先頭に立っ

てやってもらいたいと思うんですよ。 

 よって、今回の値上げをとめてもらいたいと思う

んですが、市長、この議案を撤回してもらいたいと

思うんですが、どうでしょうか。 

 以上です。 

○議長（河野正春君） 財政課長、安藤隆治君。 

○財政課長（安藤隆治君） それでは、私のほうか

ら、大石議員の再質疑にお答えをしたいと思います。 

 まず、最初に、財政調整基金が、今、幾らかとい

うことでありますけれども、6,000万円を積んだとき

に幾らになるかということでありますけれども、こ

としの５月末現在で、財政調整基金が17億5,372万

3,181円となっております。ですので、今回の6,000

万円につきましてはですね、先ほど言いましたよう

に、余っているのでということではなくて、一時的

な予算措置でありますので、仮にそれを積んだとし

たら、それにプラスするような形になろうかと思い

ます。 

 もう一つが、その6,000万円を銀行とかに預けたと

きに、利子はどれくらいになるかということであり

ますけれども、預けるときによって、また当然、金

融機関等の話がありますけれども、最近では、定期

預金の利率が0.06％程度でありますので、それを預

けたとしたら6,000万円に乗じた額になると思います。 

 それと、財政調整基金はどんなものにでも使える

基金ではないかということで、どういった性格のも

のかということでありますけれども、これはもう読

んでわかりますように財政状況を調整するものであ

りますので、財源不足が生じたときにそれを崩して

使う、また、余ったときは積んでおくというふうな

性格のものだと思います。先ほど言いました、十六、

七億円あるけれども、それは積み過ぎじゃないかと

いう話ですけれども、もうさっきも言いましたけれ

ども、もう既に５年後には一般財源のベースで、交

付税が、要は、11億円も減るわけですから、それか

ら考えるとですね、16億円、17億円あっても、それ

がないと考えれば、そんなに余裕のある予算運営で

はありません。 

 それから、あと消費税の関係ですけれども、当然、

市は納めなくてもいいということですね、要は、特

例がありましてですね、払った分と仕入れの分が同

じ額とみる特例がありますので、当然、非課税とか

いうことではありませんけれども、消費税について

は、市は払わないでいいという形になっていますけ

れども、この消費税の課税につきましてはですね、

もちろん国の総務省のほうからもですね、当然、今

の公共料金は、公の施設の使用料等には消費税は100

分の５入っているわけですから、それが100分の８に
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なるわけですから、当然それは適正に転嫁しなさい

よという指導も受けておりますので、そこは、うち

はそれに従って適正に転嫁していきたいというふう

に考えております。ですので、決してですね、先ほ

ど議員が言われたような、便乗値上げというような

内容の公共料金の値上げにはなっていないというふ

うに考えております。 

 以上です。 

○議長（河野正春君） 市民課長、山田真一君。 

○市民課長（山田真一君） 大石議員の防犯灯ので

すね、これで十分に対応できるのかと、今後はどう

いうふうに考えているかというご質問についてお答

えをしたいと思います。 

 本奨励事業につきましては、先ほど申しましたよ

うに、本年度と来年度の２カ年間で推進している奨

励事業でございます。 

 よって、先ほど答弁いたしましたように、次年度

につきましても、新規のＬＥＤ防犯灯の設置をです

ね、積極的に推進してまいります。今後、新たな住

宅地等が整備されてくることが考えられます。こう

した場合、自治会の町並みがですね、変化してくる

ことが当然予想されてまいりますので、自治会が管

理している防犯灯につきましては、こうしたケース

にも対応できるようなですね、助成制度を今後考え

てまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（河野正春君） 地域総務二課長兼水産・地

域産業課長、後藤三利君。 

○地域総務二課長（後藤三利君） それでは、長崎

鼻を含む香々地地域の振興についての再質疑にお答

えいたします。 

 これまで長崎鼻において遊休農地、耕作放棄地で

あった約12ヘクタールが解消されておりまして、そ

こに花を植えることでの景観整備、種子からとれる

植物の生産による新たな雇用の創出という面からも

ですね、事業の効果が期待できるものと思っており

ます。これは農業だけでなく観光面も含めたもので、

かなりの影響が大きいものがあるものと思っており

ます。こういうことで長崎鼻だけでなく、香々地地

域を含めた全体の活性化につながるのではないかと

いうふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（河野正春君） 農林振興課長、大力雅昭君。 

○農林振興課長（大力雅昭君） 大石議員の再質疑

にお答えをいたします。 

 今回の補正予算につきましては、市の負担分とし

て適正な金額を計上していますので、ご理解をお願

いしたいと思います。また、白ねぎの品質向上並び

に品種改良でございますけれども、これまで本市に

おいては、かん水施設とか天地返し等を実施してま

いりました。また、品種改良につきましては、県の

技術センター等で、現在、各品種ごとの試験栽培が

されております。その結果が出次第ですね、その品

種については地元でも対応してまいりたいと考えて

おりますので、ご理解のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 以上でございます。 

○議長（河野正春君） 建設課長、筒井正之君。 

○市参事兼建設課長（筒井正之君） それでは、大

石議員の消費税の市営住宅の使用料の影響について

の質問にお答えいたします。 

 まず、住宅使用料につきましては、消費税は含ま

れておりませんので影響はございません。 

 それと、次の給水施設の使用料でございますけれ

ども、３％については約２万9,000円、そして浄化槽

の使用料では、３％相当で約３万5,000円の影響が出

ると思われます。 

 以上です。 

○議長（河野正春君） 上下水道課長、中尾 勉君。 

○上下水道課長（中尾 勉君） 大石議員の第65号

議案についての再質問にお答えをいたします。 

 連絡管路線に隣接する未普及地域の拡張計画でご

ざいますが、現在ではございません。連絡管の設計

につきましては、当地域が、将来、給水区域に加わ

ることを想定したものとしております。今後、本市

が掲げる人口３万人構想及び水道ビジョン等を踏ま

え、簡易水道統合整備事業の進捗状況に合わせ、隣

接する周辺地域での説明会の開催、また、ご意見、

ご要望をいただきながら、拡張計画に取り組んでま

いりたいと考えております。 

 次に、第76号議案の再質問でございます。 

 公共下水道分についての平成24年度決算ベースで

ございますが、公共下水道８％での消費税額680万円、

５％で計算をいたしますと425万円、差し引き255万

円の増税となります。 

 以上でございます。 

○議長（河野正春君） 総務課長、佐藤之則君。 

○総務課長（佐藤之則君） 第68号議案の再質疑に

お答えいたします。 

 まず、今回の削減の減少については、他市の状況
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をずっと見てきまして、総務課、事務局ですね、総

務課と組合関係それから三役、そういったところで、

今回の削減にいこうということで発案したところで

ございます。 

 それから、労働組合としての要求でありますけれ

ども、組合の要求につきましてはですね、他市との

差がありますので、その解消をしていただきたいと

いうのが要求の内容でございました。 

 そして、三役の給料、今回の減額によって変わる

額ですが、市長です、削減前が月額16万2,000円の削

減でありましたものを、削減後は月額で12万6,000

円になります。３万6,000円の増額になります。副市

長が、月額で９万7,500円、それが今回７万4,389円

になりますので、月額２万3,111円ですね、それから

教育長が、５万7,000円が４万4,333円になりますの

で、月額１万2,667円でございます。 

それから職員の平均でありますけれども、職員の

平均が、削減額が月額２万3,135円でありましたのが、

今回、１万5,435円になりますので7,700円の増額と

なります。それから一番上の人との差が、級になり

ますけれども、７級で改正前との差額が約１万700

円でございます。それから一番低いところで、１級

でありますけれども、改定前との差額が約1,400円と

なります。 

 以上でございます。 

○議長（河野正春君） 20番、大石忠昭君。 

○20番（大石忠昭君） 時間がないからね、消費税

の問題でね、国が８％に上げれば、それは当然取る

べきだというけれどもね、公共料金だから条例を改

定して、もとを下げれば市民の負担割合は同じでい

けるというのは、これは法的にできるようになった

じゃないですか。違いますか、私のいう指摘が。例

えば、花いろ温泉、私も毎日のように行っているけ

どね、300円だからそれはもう８％かけませんよと、

もう300円でいきますよとね、だけども400円以上を

上げるんだというけれども、10枚買ったら70歳以下

の方は3,000円ではなくて2,500円ですよね、これは

もう10枚買っても2,500円で消費税はつかないという

んですよ。一方もつかないと、どっちもつかないと

いうことはできるじゃないですか。現に今度の改定

でもつけるものとつけんもんがあるじゃないですか

ということを言っているのよね、だから、どこだっ

てみんな調整すれば、増税分はチャラにすることが

できるんじゃないですかと、それは市長の配慮じゃ

ないですか。今から来年４月からやるんじゃなくて、

もう少し据え置いて状況を見て、全国的にはね、８％

はやめるという戦いですよ、10％はもってのほかと

いう戦いをやればね、最終的には二、三年先にどう

か、その状況も見てやるというのならわかるけど、

今さらね、給料と一緒や、よそよりも一番先に下げ

るんじゃと、今度、消費税をつけたんだけど、一番

先に上げるというやり方は、市長、おかしいと思い

ませんか。もう一回考えて、公共料金の市民の負担

をなくすようにやってもらいたいと思うがどうか。 

 それから、農林振興課長の答弁でね、一番大事な、

今回、農家が価格保証で3,000万円、白ねぎでもらう

んですよね。それだけ価格が下がったという要因を

どう見ますかとね、下げない、もっと価格保証で農

家が所得を得るんじゃなくて、いわゆる、市場単価

を引き上げて農家の所得をさらに引き上げるほうが、

市も得、生産農家も得じゃないかという議論をして

いるんですよ。だから品種改良についてね、ただ、

一般論で今までやっていることもよく知っています

よ、現実に高田のねぎは本当、変わったなというぐ

らいにならんと、今、私が指摘しているのは、よそ

に比べたら高田のねぎ下がってきているでしょう。

違うんですか。前と比べたら、前のよその状況と比

べてみて、現在の高田のねぎとよそのねぎの状況と

いうのは、差がどんどんどんどん開いているじゃな

いですか。そのためにはね、もっと本格的に品種改

良をやって、やっぱり農業所得を上げるように、やっ

ぱり政治生命かけてやるぐらいにならんかったらね、

農業振興できないと思いますよ。その辺どうなのか

ね。 

 それから、もう一点だけね。 

○議長（河野正春君） 大石議員、簡潔に願います。 

○20番（大石忠昭君） わかった。 

 水道課長ね、草地の皆さんが加入してもできるよ

うに配管をしているということは敬意を表します。

簡易水道の事業で補助金もらってやっているのだか

らね、だから、これもやっぱり人口３万人構想を目

指せばね、必要があればなるべく早い時期にね、給

水地域を拡大するようにしてもらいたいと思います

が、市長、どうでしょうか。以上。 

○議長（河野正春君） 財政課長、安藤隆治君。 

○財政課長（安藤隆治君） それでは、大石議員の

再々質疑にお答えをさせていただきたいと思います。 

 消費税の関係でありますけれども、これはもう議

員さんご承知のとおり、もう国のほうで社会保障と

税の一体改革ということで決定しておりますし、来
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年の４月から８％というのは決定しておりますので、

それに基づいて、他市のほうもですね、周知期間等

も考えて、今回、12月の議会でどこも同じような形

で上程をしておりますので、うちもそういった形を

取りたいと思います。 

 それと、上げるものと上げないもの、先ほどの回

数券の関係ですけれども、一応、考え方としては、

１枚買ったから上がらない、じゃ回数券のほうが有

利になるべきものを、回数券だったら上げるちゅう

ことではなくて、要は、例えば、１時間300円の使用

料ということで公共料金が決まっている場合ですね、

その300円はもう動かしませんので、例えば、その方

が２時間、３時間しても、600円、900円になるから

消費税を掛けるかというと掛けませんので、それと

同じ考えでそういった形を取らせていただいており

ます。 

 以上です。 

○議長（河野正春君） 農林振興課長、大力雅昭君。 

○農林振興課長（大力雅昭君） 先ほどの白ねぎの

再質疑にお答えしたいと思います。 

 白ねぎの価格につきましては、毎年１月から３月

ぐらいが一番値段が下がってまいります。どうして

も市場に白ねぎが出回る時期でありますので、その

対策としましても、今後とも県と連携しながらです

ね、地域生産者と十分協議を重ねて、いい品質づく

りに努めてまいりたいと思っておりますので、ご協

力をお願いしたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（河野正春君） 上下水道課長、中尾 勉君。 

○上下水道課長（中尾 勉君） 大石議員の再々質

問についてお答えをいたします。 

 水道の未普及地域につきましてのアンケート調査

を、平成24年度の７月から８月の間に、焼野、向、

門、近広、猫石、芝場、金屋、潮見、大村下、合計

465世帯についてアンケート調査をいたしました。結

果につきましては、回答数330世帯、未回答が135世

帯、要望といたしましてはですね、１％でございま

す。今後につきましては、地域の説明会、さらに確

認を取りながら、区域に加えるかについては努力を

してまいりたいというふうに思っています。 

 以上でございます。 

○議長（河野正春君） これにて質疑を終結いたし

ます。 

 ただいま議題となっております、第64号議案から

第76号議案までについては、お手元に配付いたしま

した議案付託表のとおり、それぞれ所管の常任委員

会に付託いたします。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 次の本会議は、あす午前10時に再開し、一般質問

を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

午前11時４分 散会 
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